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本文① 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇（見出し・１８ポイント・一文） 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇（１２ポイント） 

 

 

 

知的障害特別支援学級の教育課程について 
特別支援学級は、障害のある児童生徒を対象として特別に編制された学級です。特

別支援学級の教育課程は、小・中学校学習指導要領に基づくことから、通常の学級と同

じように、各学校の学校教育目標を踏まえて編成します。 

しかし、特別支援学級では、障害のある児童生徒を対象としていることから、通常の

学級で行われる教育課程をそのまま適用することが難しい場合があります。そこで、

特に必要がある場合は、学校教育法施行規則第138条に示されている「特別の教育課

程」を編成することができます。「特別の教育課程」では、児童生徒の実態や障害の程

度などを考慮した上で、自立活動を取り入れることはもとより、児童生徒の障害の程

度や学級の実態等を考慮した上で、各教科の目標や内容を下学年の教科の目標や内容

に替えたり、特別支援学校（知的障害）の各教科に替えたりします。 

なお、「特別の教育課程」を編成する場合でも、特別支援学級は小・中学校の学級

の１つであることから、学校教育法に定める小・中学校の目的及び目標を達成するも

のでなくてはなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知的障害特別支援学級の教育課程や授業について 

知的障害特別支援学級では、知的障害のある児童生徒の学習上の特性を踏まえた

上で、児童生徒一人ひとりの実態に応じた授業を行います。また、児童生徒が自ら

見通しを持って学習に取り組めるよう、学習環境を工夫したり、生活に結び付いた

具体的な活動を学習活動の中心に据え、実際的な状況下で指導したりしながら、成

功経験を増やしていきます。 

なお、授業においては、児童生徒の興味・関心、得意な面に着目し、教材・教具

等を工夫するとともに、目的が達成しやすいように、段階的な指導を繰り返し行う

ことが大切です。 
 

◆知的障害特別支援学級の教育課程について確認してみましょう 

◆知的障害のある児童生徒の学習上の特性を確認してみましょう 

◆知的障害のある児童生徒が学びやすい環境や教材を確認してみましょう 

①学級の児童生徒の実態把握 

・在籍児童生徒一人ひとりの障害の状態や興味・関心などを把握する。 

・小学校及び中学校学習指導要領に示されている各教科の目標及び内容に 

ついて、児童生徒の習得状況や既習事項を確認する。 

②「特別の教育課程」の検討 

・当該学年の学習が困難な場合は、当該学年より下学年、さらに特別支援学 

校小学部・中学部学習指導要領に示されている知的障害特別支援学校の 

各教科の目標及び内容に替えることを検討する。 

・自立活動を必ず取り入れる。 

・特別支援学校（知的障害）の各教科の目標及び内容に替えた教育課程を編成 

する場合、各教科等を合わせた指導も取り入れることを検討する。 

「特別の教育課程」の編成の手順 



知的障害のある児童生徒の学習上の特性について 

知的障害のある児童生徒は、学習によって得た知識や技能が断片的になりやすく、

実際の生活の場面に生かすことが難しい場合があります。そのため、学習活動におい

ては、実際の生活場面に即しながら、繰り返し学習することにより、必要な知識や技能

等を身に付けられるようにする継続的、段階的な指導が大切になります。 

また、成功体験が少ないことなどにより、主体的に活動に取り組む意欲が十分に育

っていないことが多い場合があります。そのため、学習活動の中で細やかに認め、称賛

することで、自信や主体的に取り組む意欲を育むことが大切になります。さらに、抽象

的な内容の指導よりも、実際的な生活場面の中で具体的に思考や判断、表現できるよ

うにする指導が効果的になります。 
 

例えば、算数・数学の授業では、こんな工夫が考えられます 

知的障害のある児童生徒に対しては、学習内容が具体的に日常生活のどのような事

象を意味しているのか理解を促す必要があります。例えば、「12個のりんごを4人で

分けると 1 人何個もらえるか」といった除法の計算をする際、りんごの絵が書かれた

カードを並べて、実際に絵カードを動かしながら計算をすることが考えられます。 

さらに、具体物を操作するだけでなく、助数詞など（個・本・cm）の言葉を書いた

り、読んだりすることで、学習内容の意味の理解を促したり、概念形成を促したりする

工夫が大切です。また、教材については、児童生徒が興味・関心を示すものを用いるこ

とが大切です。例えば、 児童生徒が好きなアニメや漫画のキャラクターの絵を用いて

数の計算をしたり、I C T 機器の操作が得意な児童生徒がタブレットを使用して、図形

の学習をしたりすることなどが考えられます。 

 

 
【算数・数学の指導例】 
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☆さらなる理解のために☆ 

サポートキット「すけっと」を活用してみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すけっと」は、知的障害特別支援学級における授業づくりをサポートするツールで、

「実践編」「理論編」「資料編」「事例編」に分かれています。「実践編」では、知的障害の

ある児童生徒への授業づくりのポイント解説等、「理論編」では、教育課程の編成や学習評

価の基本的理解等、「資料編」では、実際の教室環境や教材・教具の工夫の事例等を掲載し

ています。さらに「事例編」では、授業づくりに活用できるツールや国語と算数の授業例

を紹介しています。ぜひご活用ください！ 

https://www.nise.go.jp/nc/

